
 

平成３０年度 主題研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育目標 

自ら考え正しく判断し、実践できる子どもの育成 

本校のめざす児童像 

知 徳 体 

●すすんで学習し工夫する 

子ども 

●明るく心豊かな 

子ども 

○がまん強く体をきたえる 

子ども 

 
新学習指導要領の目標 

道徳科 外国語活動 

 よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的

諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方についての考え方を深める学習を

通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働

かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと

の言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資

質・能力を育成することを目指す。 

 

児童の実態 

研究主題 

新学習指導要領の実施に備えた授業の在り方 

～ 道徳科と外国語活動の授業研究を通して ～ 

 

本研究で目指す児童像 
道徳科 外国語活動 

※ 今後、本研究で目指す、道徳的な判断力、心情、実践意欲

と態度について検討する。 

※ 今後、本研究で目指す、コミュニケーションを図る基礎と

なる資質・能力について検討する。 

 


